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佐  賀  の  林  業

伐って、植えて、育てて、また使う。 

山を活かす、地域を活かす。 
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目次 

林政だより 

03 平成 30 年７月豪⾬災害の概要及びその復旧について 

04 平成 31 年４月から新たな制度がスタートします 

09  幕末期の佐賀藩の財政を支えた櫨蝋の役割を伝承
〜「中原の豊かな⾃然を守る会」〜 

10  (公財)佐賀県森林整備担い⼿育成基⾦主催 
   林業就業支援講習（１⽇コース）を開催 

 
林業ひろば 

06  第１回ふれあいの森フェスタを開催 

08  佐賀さいこう表彰（協働部⾨）で森林づくり団体が表彰
されました 

裏面 

 平成 30 年度さがの⽊の住まいコンクール 

 なんだか「⽊」になる県内スポット 
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昨年の 7 月 5 ⽇から 8 ⽇にかけて⻄⽇本を中⼼に記録
的な大⾬をもたらした「平成 30 年 7 月豪⾬」による死者・
⾏方不明者数は 200 ⼈を超え、豪⾬災害としては平成最
悪の大災害となりました。 

本県においても、48 時間⾬量が北⼭（佐賀市）で
581.5 ㎜、伊万⾥で 441.5 ㎜を記録するなど、県内全域
で施設や住家、さらには⼈的な被害が発生しました。 

特に、⼭間地域で強い⾬が降り続いたため、⽴⽊の根系
が及ぶ範囲より深い部分で表層崩壊が発生するなど、林地
被害 148 か所で約 37 億円、林道被害 1,094 か所で約
26 億円のあわせて約 63 億円の大災害となりました。 

今回の豪⾬は、北のオホーツク海高気圧と南の太平洋
高気圧に挟まれた梅⾬前線が停滞・強化され、そこに東シ

ナ海からと太平洋高気圧のふちを回る南風が⻄⽇本付近
で合流したため広域で持続的な大⾬をもたらしました。近年、
全国で局地的な線状降⽔帯をはじめ、このような豪⾬が多
発し、本県においても中⼭間地であれば⼭腹の崩壊や土
⽯流がどこで発生してもおかしくないようになってきています。 

このため、私たちは森林整備や治⼭施設の整備を通じ、
災害を発生させない、あるいは災害を軽減するような森林
づくり、災害が発生した場合に
迅速な対応ができる体制づくり
について⽇ごろから意識し取り
組んでいく必要があると感じた
ところです。何はともあれ今回
の災害復旧に携わっている皆
様方、大変お疲れ様です︕ 

 
(森林整備課 技術監) 

災害の概要 

林道の復旧 
林道災害復旧事業（240 か所）、県単林道災害復旧事業（12 か所）などにより復旧⼯事

を⾏い、林道の機能を回復することとしています。 

林地の復旧 
災害関連緊急治⼭事業（10 か所）、林地崩壊防⽌事業（4 か所）、

農林地崩壊防⽌事業（46 か所）などにより⼭腹や渓流の復旧⼯事を⾏うと

ともに、次年度以降も引き続き緊急総合治⼭事業などにより治⼭施設の整備

等を⾏うこととしています。 

災害に対する対応 

三養基郡基山町 

伊万里市東山代町 

佐賀市富士町 

唐津市浜玉町 
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森林整備等のために必要な費用を、国民一人一人が広く等しく負担を分担して森林を支える仕組み 

（境界確定、路網の整備等を含む） 
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第１回ふれあいの森フェスタを開催 

テーマ

は 

「森・川・海

はひとつ」

 

森・川・海の代表者等によるサクラの記念植樹 

左：県森連福島代表理事会長、 

右：県有明海漁協江頭専務理事 

森川海人っプロジェクトＰＲブース 

森
・
川
・
海
の 

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

森・川・海の講演会 

(NPO 法人みんなの森ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ油布さん) 
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豪雨で土砂が流出した場所にクヌギを植樹する参加者 

木のﾏﾗｶｽ、ﾘﾊﾞｰｽﾄｰﾝｳｴｲﾄ お
わ
り
に 

親子で参加できるﾔﾏﾒのつかみ取りは大人気！ 

テープカットを行う山口知事と 

森川海人くん（さが農業まつり） 

１
月
末
日
さ
が
農
業
ま
つ
り
で
山
口
知
事
の
紹
介

の
も
と
鮮
烈
デビュー
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ま
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ト
に
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場
す
る
予
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で
す
の

で、

見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
ね
！ 
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平成 31 年 1 月 29 ⽇（⽕）に県⺠ホールにおいて、佐賀さいこう表彰（協働部⾨）の表彰式が開催されました。本表彰は、地

域課題解決に向けた共同事業に取り組まれ、地域の下支えとして活動をされているＣＳＯを称えるため、県⺠協働課の主催で⾏わ

れているものです。 
このたび、森林整備課の森林環境税活用事業である「県⺠参加の森林

も り
づくり事業」で、荒廃森林の再生のために活動されている団

体が２団体表彰されましたので、その活動内容を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関係者の皆さま、本当におめでとうございます。（森林整備課 みどり推進担当 望岡 佑佳⾥） 

「佐賀さいこう表彰（協働部門）」で 
森林づくり団体が表彰されました 

当団体は、唐津市の７つの島の離島復興のため発⾜し
た団体で、島の荒廃森林を整備し、整備した箇所に「一

い っ
島
と う

一樹
い ち じ ゅ

（⽊
も く

）運動」の理念のもと、島の名物となる⽊を植樹
するなど、島おこしに尽⼒されています。 

県⺠参加の森林
も り

づくり事業では、馬
ま

渡島
だ ら し ま

に島の⽊として
「アブラギリ」を、向島

む く し ま
に「センダン」を植樹され、植樹イベント

には島内外から大勢の方が参加され、島の方との交流も楽
しまれていました。植樹した苗⽊は、当団体のメンバーのみで
なく島の方々も⼒を合わせて維持管理され、年々大きく元
気に生⻑しています。 

また昨年6 月、当団体を⻑年導いてこられた高場事務局
⻑がご逝去され、本表彰には遺影での参加となりました。高
場事務局⻑の「離島を元気にしたい」という遺志は、団体や
島の皆さんに受け継がれていることと思います。 

今後も当団体が、島の皆さんと力を合わ

せてさらに活躍の場を広げられ、大樹の枝

葉のように活動の輪が広がっていくことを

願っています。 

議 

ＮＰＯ法⼈レインボー七つの島連絡会議  
左から野﨑 隆⽂⽒、遺影は故高場 信⾏⽒、⼭⼝知事、 

後列は唐津市の担当者小峰 朋子⽒ 

当団体は、⿃栖市内を中⼼に、荒廃森林などの⾃然環
境の保全・管理や環境教育などをとおして、地域の環境づく
り・まちづくり・⼈づくりに取り組まれています。 

県⺠参加の森林
も り

づくり事業では、荒廃森林の再生のため
に⽵林を伐採したり、伐採した⽵を利用して子どもたちの環
境教育に役⽴てたり、久光製薬環境クラブと⼒を合わせて
植樹や育林に取り組むなど、精⼒的に活動されています。 

ＮＰＯ法人九千部クラブ 

ＮＰＯ法⼈九千部クラブ 中元寺
ち ゅ う が ん じ

朝雄⽒と⼭⼝知事 
今後地域の振興と環境保全意識の醸成のため、

ますますご活躍されることを期待しています。 
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え
た
櫨
蝋︵
は
ぜ
ろ
う
︶ 

の
役
割
を
伝
承
 ﹁
中
原
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
会
﹂  

蝋産業の歴史などについて子ども達に紹介 

中原の豊かな⾃然を守る会の皆さん（月に１回程度定期的に活動されています） 櫨の実を蒸すため、⻑時間、⽕の番を 櫨蝋しぼりの様子 

やかんで溶かした櫨蝋に興味津々の子どもたち 溶けた櫨蝋をろうそくの型に流し込む様子 

搾りたての櫨蝋 
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⽇
本
 
 
︑
近
年
︑
有
効
求
⼈

倍
率
１
 ６
１
倍
︵
平
成

３０
年
１

月
 
 

１２
月
平
均
︶
 
示
 
 
 

 
︑
 
 
 
 
 
産
業
 
 
 
 

労
働
⼒
不
⾜
 
状
態
 
 
 
︑
森

林
整
備
 
素
材
生
産
 
⾏
 
森
林

組
合
 
 
 
林
業
事
業
体
 
 
 

 
 
労
働
者
不
⾜
 
呈
 
 
 
 
︑

新
規
雇
用
者
 
確
保
 
緊
急
 
課

題
 
 
 
 
 
 
 
︒ 

     

 
 

 

 
 
 
 
 
中
︑
佐
賀
県
知
事

 
 
林
業
労
働
⼒
確
保
支
援
 
 

 
 
 
 
 
指
定
 
受
 
 
公
益

財
団
法
⼈
佐
賀
県
森
林
整
備
担
 

⼿
育
成
基
⾦
︵
以
下
︑
﹁
当
財
団
﹂

 
 
 
︒
︶
主
催
 
︑
２
月
２
⽇

︵
土
︶
 
﹁
平
成

３０
年
度
林
業
就

業
支
援
講
習
﹂
 
実
施
 
 
 
 
︒ 

 

 
 
講
習
 
︑
林
業
 
興
味
 

持
 
 
 
 
⼈
 
林
業
 
就
業
 

希
望
 
 
⼈
 
︑
林
業
 
公
益
性

 
仕
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講
義
 
 
 
 
 
 
 
︑
真
近

 
林
業
事
業
体
 
現
場
 
仕
事
 

⾒
 
 
 
 
 
︑
林
業
 
対
 
 

認
識
 
深
 
 
 
 
 
︑
新
規
 

林
業
就
業
 
促
進
 
 
 
 
 
 

目
的
 
 
 
 
 
 
︒ 

  

講
習
参
加
者
数 

８
名
︵
男
性
︶ 

 
 
５
名
 
県
内
在
住 

 
 
３
名
 
県
外(

福
岡)

在
住 

年
齢
20
代
前
半
 
 
40
代
後
半 

 

 
 
20
代
２
名
︑
30
代
２
名
︑ 

40
代
４
名 

 

参
加
者
 
多
 
 
︑
林
業
 
知

識
 
身
 
 
 
 
 
︑
仕
事
内
容

 
詳
 
 
知
 
 
 
 
 
 
気
持

 
 
申
 
込
 
 
方
 
 
 
 
 

 
 
 
︒ 

 

  

当
⽇
 
︑
午
前
中
︑
 
 
 
森

林
組
合
︵
唐
津
市
厳
⽊
町
︶
 
 

 
 
︑
林
業
 
社
会
的
意
義
 
下

刈
 
 
間
伐
 
 
 
作
業
内
容
︑

森
林
組
合
 
雇
用
 
状
況
 
 
 

 
 
 
説
明
 
⾏
 
︑
 
 
後
︑

列
状
間
伐
 
作
業
現
場
 
⾒
学
 

 
 
 
︒ 

高
性
能
林
業
機
械
 
駆
使
 
 

作
業
 
 
 
方
 
︑
参
加
者
 
︑

林
業
 
関
 
 
認
識
 
改
 
 
 

 
 
 
⾒
 
 
 
 
︒

︵
公
財
︶佐
賀
県
森
林
整
備
担
い
手
育
成
基
金 

主
催 

林
業
就
業
支
援
講
習︵
１
日
コ 

ス
︶を
開
催 

開
催
の
目
的 

なかなか、佐賀

の山で働く人の

増えん・・・・ 

参
加
者 

佐賀の豊かな自然の

中で、あなたも林業

初めてみませんか 

講
習
の
内
容 
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午
後
 
︑
佐
賀
市
 
移
動
 
︑

富
士
大
和
森
林
組
合
 
運
営
 
 

﹁
佐
賀
市
⽊
材
供
給
 
 
 
 

︵
佐
賀
市
富
士
町
栗
並
︶
﹂
 

﹁
小
径
⽊
加
⼯
場
 
中
径
⽊
丸
棒

加
⼯
施
設
︵
佐
賀
市
富
士
町
古

湯
︶
﹂
 
⾒
学
 
 
後
︑
同
森
林

組
合
会
議
室
 
 
 
 
︑
県
内
林

業
事
業
体
 
現
状
 
雇
用
状
況
 

 
 
 
説
明
 
⾏
 
 
 
 
︒ 

 
 
後
︑
同
森
林
組
合
 
現
場

作
業
 
従
事
 
 
⼈
 
交
 
︑
就

業
相
談
 
⾏
 
 
 
 
︒ 

参
加
者
 
 
 
︑
移
住
 
転
職

 
関
 
 
質
問
 
悩
 
 
 
 
 

 
 
相
談
 
出
 
 
 
︒
林
業
 

知
識
 
経
験
 
 
 
 
 
就
業
 

 
 
 
 
不
安
 
︑
 
 
 
参
加

者
 
声
 
聞
 
 
 
 
 
︒ 

講
習
 
終
 
 
︑
 
 
 
 
 

 
回
収
 
 
 
 
 
︑
 
 
中
 

 
︑
今
回
 
講
習
参
加
者
 
感
想

 
 
 
 
︑
 
 
 
 
 
⼈
 
林

業
 
対
 
 
認
識
度
 
深
 
 
 

 
 
 
 
 
 
回
答
 
︑
全
員
 

 林
業
就
業
 
選
択
肢
 
一
 
 
 

 
 
”
︑
１
名
 
 
 
 
 
︑
 

 
 
 
 
就
業
 
 
 
意
向
 
示

 
 
 
 
 
 
︒
 
 
︑
生
活
 

 
 
 
 
 
掴
 
 
 
︑
林
業
就

業
者
 
平
均
的
 
給
与
額
 
 
 

知
 
 
 
 
 
 
意
⾒
 
出
 
 

 
 
︒ 

 

当
財
団
 
 
 
 
︑
来
年
度
 

同
様
 
就
業
支
援
講
習
 
計
画
 

 
 
 
 
 
︒
一
⼈
 
 
多
 
方

 
︑
実
際
 
就
業
 
繋
 
 
 
 

努
 
 
 
 
 
 
 
思
 
 
 
 

 
︒
 
 
︑
林
業
 
 
就
業
 
関

 
 
相
談
 
 
 
当
財
団
 
 
気

軽
 
 
連
絡
 
 
 
 
︒ 

 
(

公
財)

佐
賀
県
森
林
整
備
担
 
⼿

育
成
基
⾦   

事
務
局 

古
賀
 
百
武 

📞 

０
９
５
２‐

２
５‐

７
１
３
３ 

✉saga‐ninaite@
extra.ocn.jp  

林業未経験者の人でも安心！ 
林業の知識や技術は、働きながら習得できます！ 
 

H15 から林業の新規就業者対策として国による「緑の雇用」事業がスタート。
現在は、全国統一した研修カリキュラムが整備され、研修を修了した現場技能
者が林業現場の第一線で活躍されています。 

佐賀県においても、研修カリキュラムに沿った「森林作業士（フォレストワーカ
ー）研修」が開催されており、働きながら林業に必要な知識や技術の習得、森
林整備するのに必要な林業機械の資格を取得することができます。 森林作業士（FW）研修の様子 



 

 

※
こ

の
冊

子
は

、
 

「
佐

賀
の

森
の

木
に

な
る

紙
」

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
 

編
集

・
発

行

平
成

31
年

３
月

1日
発

行
 

〒
840-8570 佐

賀
市

城
内

1丁
目

1番
59

号
 

佐
賀

県
林

業
課

・
佐

賀
県

林
業

改
良

普
及

協
会

 
TEL：

0952-25-7132 

最優秀賞 
〔佐賀県知事賞〕 

施⼯・設計 

古川建築株式会社 
(佐賀市大和町大字川上 2648‐1) 

優秀賞 
◇ふる郷の木づかいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議 

委員⻑賞 
施⼯︓㈱ルームデザインファクトリー 

（小城市） 
設計︓ルームデザインファクトリー 

建築士事務所（小城市）     

◇(一社)佐賀県木材協会 
代表理事会⻑賞 
施⼯︓森田建築（嬉野市） 
設計︓ie ⼯房弘祐（⿅島市）  

入賞 

◇佐賀新聞社賞 
施⼯︓㈱坂井建設（佐賀市） 
設計︓鶴丸設計事務所（多久市） 

◇サガテレビ賞 
施⼯︓福田建設㈱（佐賀市） 
設計︓宙⼯房（佐賀市） 

優秀賞 

県では、県産⽊材の需要拡大のため、県内の大⼯・⼯務店が⽊造住宅のデザインや居住
性を競い合い、磨き上げることで県産⽊材のイメージアップを図っています。 

今回、県産⽊材をふんだんに使用し、「⽊の⼼地よさ」や「かっこよさ」をアピールできる魅⼒的
なデザインの⽊造住宅を募集し、平成３０年度さがの⽊の住まいコンクールを開催しました。  

この度、審査会を経て、受賞者が決定しましたので、お知らせします。 

平成３０年度 さがの木の住まいコンクール 

最優秀賞(佐賀県知事賞)を受賞した 
古川建築㈱の施⼯物件(外観） 


